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どちらが蜃遇されている？
～男女の地位の平等感～

男性の方が
非常に優遇
されている

( 1)家庭生活で （該当者数）
平成4年11月額査(3,524人）

今 回 調 査(3,459人）

(2) 臓場 で
平成4年1 1月調査(3, 524人）

今 回 調 査(3,459人）

今 回 調

(4)政治の場で
平成4年1 1月調査(3,524人）

今 回 調 査(3,459人）

( 5)法律や制度の上で
平成4年11月詞査(3, 524人）

今 回 調

( 6)社会通令慣習しきたりなどで
平成4年1 1月調査(3,524人）

今 固 調 査(3,459人）

どちらかといえば
男性の方が優遇さ
れている 平等

13.3 43.6 

今、

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている

女性の方がわから
非常に優遇ない
されている

11.0 42.6 39.0 

17.2 42.9 21.9 

17.3 

( 3)学校教育の場で
平成4年1 1月関査 (3,524人）µ_12.7

2.6 

査(3,459人） L匹
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22.7 

37.9 

42.0 

44.4 

40.1 

25.2 

0.5 

34.5 38.5 

査(3,459人）·1 9.2 35.2 40.4 

24.8 51.7 

21.5 55.5 

0.5 

19.1 

18.3 
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生活時間くらべてみたら
～仕事と家事の国際比較～

日

力 ナ

本

ダ

アメリカ

イギリス

オラン ダ

テンマ ー ク

フィンランド

日

ヵ ナ

本

ダ

アメリカ

イギリス

オラン ダ

デンマ ー ク

フィンランド
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0:31 

1 :46 

7: 15 

亡］仕事

5:27 口家庭

2:04 

4:33 

1 :38 

1 :57 

女性

5:45 

5:04 
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資料出所：男女共同参画に関する世論調査
（総理府平成7年7月調査）

注：(!)「仕事」には通勤時間が含まれていな

い。「家事」には育児、 介設、 買い物
が含まれている。

(2)日本は1 990年、 イギリス 、 デンマ ー ク 、

フィンランドは1987年カナダは1986年、

アメリカ 、 オランダは1985年の数値。
査料出所：NHK 放送文化研究所「生活時間

の国際比較」( 1994年）

ナー シ

あなたはどちらですか？

「男は仕事、女は家庭」という考

え方について

資料出所：男女共同参画に関する世論調査
（総理府平成 7年7 月調査）

天の半分を支える女性
～労働の種類と担い手～

ツ

労働I

（仕事・通勤）
482 百万時間

労働[l

（家事・育児・介護等

及ぴ社会的活動）
2 2 3百万時間

昭和62年3月調査

平成 2年9月調査

今 回

（女性〕
昭和62年3月調査

平成 2 年9月調査

今

今

回

（男性〕
昭和62年3月製査

平成 2 年9月調査

プは…

わからない

回

謀

埠�

調

査

査

査

（該当者数）
(3, 783人）

同感する どちらともいえない 同感しない
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(2 , 096人） 1 25.1 29.1 43.2 

(1,974人） 1 22.3 22.8 53.9 
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( 1,655人） 1 34.7 29.7 34.C

(1 ,485人） 1 26.3 40.2 

1゚0 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 

g 
（時111l) 男性

47.5 

注：(1)詞査対象は15歳以上の者。
(2) 「無業者」で「通学」している

者を除いて集計した。
(3)労働Iは、 「仕事（収入を伴う

仕事）」「通勤（仕事 をしつつ通
学 している者の通学時間を含
む）」、 労働nは、 「家事」「介
護· 看護」「育児」「買い物」及
ぴ「社会的活動」を合計したも
の。

資料出所：総務庁「社会生活基本調査」
（平成3年）より作成。
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キー ワ ー ド
【パートナーシップ】

対等な協力関係
15男性と女性による平等な権利、 機会及ぴ

資源へのアクセス、 家族 的責任の公平な分担
及び彼らの間の調和のとれたパー•トナーシッ
プ（提携）が、 彼ら 及びその家族の安寧並びに
民主主義の強化にとって極めて重要である。
1995年9月15日第4回世界女性会譲で採択され
た北京宜言の誓約（総理府仮訳案）から引用

【ジ

【N

[N 

工 ン ダ ー］
男らしさ、 女らしさ、 といった社会的・文化 的

側面からみた性異をいい、 生物学的な性別を意味
するセックスと区別されます。

［男女共同参画モデル市町村事業］
生涯にわたる学習の一環として社会参加活動を

促進するために国の補助を受けて、 市町村が行っ
ている事業

G 0】
民間公益団体、 非政府組織／機関
主に国際開発協力 等に従事する国内・国際団体

をさします。

p OJ 
市民活動やボランティア活動などをする人々に

よる民間の非営利団体のことで、 現在、 法人化等
について規定した市民活動促進法（通称NPO 法）
案が審議されています。

《表紙デザイン》静岡県デザインセンター
《イ ラスト》

たな＂ももこ

田中桃子さん
柏｝急且tさん

し←っl ;_,,
No.31 

平成9年11月
静岡県女性総合センター
〒422-8063

静岡市馬淵1丁目17-1
電話番号054-250-8107

行
集
所

発
編
住

編集にあたりご協力をいただき
ました皆様に、 心から感謝申し
上げます。 ＜耀集貝ー同〉

企画・編集
河合登代子さん（静岡市）
杉山 恵子さん（浜松市）
三宅 元美さん（静岡市）
山梨 キイさん（清水市）

編集アドパイザー
太田 榮三さん（熱海市）

男と女で .

（半分こ］イズム
主這でもなく

~り

攀 ., "· ,. 

ら、
女
性
を
特
別
視
す
る
の
は
女
性
自
身
で
は
な
い

か、
と
い
う
視
点
か
ら
女
性
学
を
見
直
し
た
本
で
す。

女
性
議
員
が
選
出
さ
れ
た
と
い
う
と
「
女
性
の
立
場

に
た
っ
た」
と
か
「
女
性
の
視
点
か
ら
考
え
た」
と

い
っ
た
こ
と
を
期
待
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す。
し
か

し、
読
み
進
む
う
ち
に、
人
間
と
し
て

同
じ
視
点
で

世
の
中
を
眺
め、
発
言
し 、
活
躍
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
す。

曰
.

-

回

う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
た
視
点
か
ら、
20
数

人
の
育
児
に

関
す
る
体
験
を
綴
っ
た
も
の
で
す。
登

場
人
物
の
3

分
の
2

が
男

性
で、
こ
ん
な
生

き
方
も

あ
る
ん
だ
！

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
す。

夫
は
仕
事
が
忙
し
い
か
ら、
「
育
児
は
妻
が
や
る

も
の」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た、
子
ど
も
の
た
め、

自
分
た
ち
の
た
め
に、
家
庭
と
い
う
も
の
を
見
直
す

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
る一
冊
で
す。

仕
事
も
家
事
・
育
児
も

男
と
女
で
平
等
に
分

け
あ

「
女
性
を
特
別
枠
で
囲
わ
な
い
で」
と、
言
い
な
が

学
陽
書
房

赤
石
書
店

育
児
連
編

男
も
女
も
育
児
時
間
を
！

連
絡
会

金
井
淑
子
著

lJJ 

◎
男
と
女
で
[
半
分
こ]
ィス
ム

主
父
で
も
な
く、
主
婦
で
も
な
く

◎
女
性
学
の
挑
戦

家
父
長
制・
ジ
ェ
ン
ダ
ー・

身
体
性
へ

家
庭
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス

女
性
学
の
ド
ア
を
開
け
よ
う

a

の
ぽ
の
と
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
す。

a
 
四

う
え
や
ま
と
ち
著

講
談
社
モ
ー

ニ
ン
グ
K
C

大
和
出
版

゜
＆図書室より

「
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
バ
j

は
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
ご
と
く、

ク
ッ
キ
ン
グ
の
得
意
な
パ
パ
（
主
人
公）
が
織
り
成

す
話
と、
そ
の
レ
シ
ピ
ィ

が
主
な
内
容
で
す。
誰
か

の
喜
ぶ
顔
を
見
た
く
て、
パ
パ
が
初
め
て
ク
ッ
キ
ン

グ
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や、
パ
パ
が
家
事
を
す
る

こ
と
を
と
お
し
て、
地
域
や
家
庭
の
中
で、

共
に
生

き
て
い
く
こ
と
が、
こ
ん
な
に
も
人
の

心
を
暖
か
く、

優
し
く、

豊
か
に
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が、
ほ

◎
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ

桜
井
陽
子
著

職
場
で
の
お
茶
く
み
闘
争
に
始
ま
り、
結
婚
し
て

か
ら
の
家
事
・
育
児・
仕
事
へ
の
取
り

組
み
を
自
分

の
体
験
に
基
づ
い
て
述

べ
て
い
ま
す。

好
き
な
人
と
結
婚
を
し
て
姪
ら
し
始
め
た
の
に、

無
理
を
し
た
り 、
頑
張
り

す
ぎ
た
り
…

ど
ち
ら
か一

人
が
我
慢
す
る
ば
か
り
で
は、
本
当
の
「
い
い

関
係」

に
は
な
れ
ま
せ
ん。
旧

来
の
結
婚
観
に
こ
だ
わ
ら
ず

”
妻
と
夫“
の

関
係
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る一
冊
で

す。

◎
女
と
男、
結
婚
し
て
も
〈
い
い

関
係〉

漫
画
を
読
ん
で
バ
ー
ト
ナ
ー
と

楽
し
く
料
理
を
作
ろ
う

い
い
関
係
を
縞
け
る
た
め
に

芍
ぃ 結

日
。
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3冊

i愛待ちす芍法
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女
と
男 、

J

の
3
冊
は
あ
ざ
れ
あ
図
書
室
に
あ
り

ま
す。

回
ロ
ロ
日
口

-
Tー発

ち
ダ

き

た
ノ
97
団

男 ｀エ
19
財

生

て
ジ
本
性

＜
 

の
続
女京

し
に
わ

ら
め

認｝―
東

分

た
立
の
リ
⑮

自
る

鈷勺

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

と
は 、
「

男
は
仕
事、
女
は

家
事
育
児」
と
い
う
固
定

的
な
性
別
役
割
分
業
を
見

直
し 、

男
女
と
も
に

多紐吝6
生

き
方
を
許
容
す
る
社

会
を
作
ろ
う
と
い
う
考
え
方
で
す。

こ
の
小
冊
子
で
は、

男
性
た
ち
の
「

男
ら
し
さ」

か
ら
「
自
分
ら
し
さ」
で
生

き
る
に
は、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か。
自
分
の
生

き
方
を
振
り
返
り
つ
つ、

い
ろ
い
ろ
な
選
択
を
し
た

男
性
た
ち
の
姿
を
紹
介
し

て
い
ま
す。
例
え
ば 、
「

男
の
活
券」
を
外
し
た
だ

け
で
悩
み
が
軽
く
な
っ
た
り
新
し
い
こ
と
を
発
見
し

た
り 、

男
ら
し
さ
に
縛
ら
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か

ら
脱
却
す
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た、
映

画
「
ク
レ
イ
マ
ー 、

ク
レ
イ
マ
ー」

な
ど
の
紹
介
は 、
父
親
と
し
て
の
家
族
へ
の
か
か
わ

り
の
変
容
が
考
え
ら
れ
る

き
っ
か

け
と
な
る
で
し
ょ

゜

、つ
男

性
問
題

関
連
屈
書
の
紹
介
も
あ
り 、

男
性
問
題

と
女
性
問
題
と
の

関
わ
り

が
分
か
り、
問
題
解
決
の

鍵
と
な
り

ま
す。

欠社来
は る 「女性と健康」を加え
く会る 5つの柱にしました
こ をべ静岡県女性のデー タプッ
と築きク 平成9年3月
の く 21静岡県女性総合センター

で上世発行
きで紀
な ‘ に
い男向
要 女け
件共て
で同 ‘

あ 参豊
る画か
こ 社 で
と会安
が の心‘ 実で
次現き

第
に
社

会
の

共
通
認
識
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す。

静
岡
県
は「

男
女
が

共
に
創
る
し
ず
お
か
プ
ラ
ン」

を
策
定
し、

性
別
役
割
分
担
意
識
の
是
正
を
図
る
た

め、
女
性
に

関
わ
る
諸
問
題
を
調
査・
研
究
し 、
女

性
政
策
に
反
映
さ
せ
る
ほ
か、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
基
づ

く
諸
問
題
の
情
報
提
供
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す。

平
成
8
年
度
に
続

き、
各
統
計
資
料
か
ら
静
岡
県

の
女
性
の

現
状
を
「
家
族・
家
庭」
「
教
育」
「
労
働」

「
社

会
参

画」
に、
新
た
に
「
女
性
と
健
康」
を
加

え
5

つ
の
柱
と
し
ま
し
た。
デ
ー
タ
は
新
し
い
数
値

を
加
え 、
い
く
つ
か
は
新
た
に
盛
り
込
む
な
ど
内
容

を
更
に
充実
し
ま
し
た。

麟'
z

男
女

共
同

参
画

推
進
本
部
は 、
平
成
8
年
12

月

「
男

女
共
同

参
画

2
0
0

 0
年
プ
ラ
ン
ー

男
女

共
同

参
画

社
会

の
形
成
の
促
進
に

関
す
る
平
成
12

年
度
ま

で
の
国
内
行
動
計

画
ー」

（
以
下
「

男
女

共
同

参
画

2
 0
0

 0
年
プ
ラ
ン」
と
い
う。）
を
決
定
し
ま
し

こ。t本
報
告
書
は 、

男
女

共
同

参
画
2

0
0

 0
年
プ
ラ

ン
の
第
1
回
の
報
告
書
で
す。
そ
の
内
容
は 、
第一

部
で

男
女

共
同

参
画

2
0
0

 0
年
プ
ラ
ン
に
お

け
る

目
標
設
定
の
背
景
と
な
っ
た
日
本
の

男
女

共
同

参
画

の
現
状
を、
第
二
部
で
平
成
7
年
4

月
か
ら
8
年
12

月
ま
で
の
状
況
を
中

心
と
し
た

男
女

共
同

参
画

に
関

わ
る
日
本
の
施
策
を、

同
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
目
標
に

沿
っ
て
ま
と
め
て
い
ま
す。

巻
末
に
は、
特
別
資
料
と
し
て、
「「

男
女

共
同

参

画
2
0
0

 0
年
プ
ラ
ン」
情
報
・
相
談
窓
ロ一
梵」

が
あ
り、
参

考
に
な
る
で
し
ょ
う。
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